
 

　　DX推進やDX人材育成、意識改革は進んでいますか？

研修実績 ～目的や対象者に応じた内容をご用意～

講義やワークショップを通じてDX人材の育成をご支援

自治体職員向けDX人材育成プログラム

【お願い】  

・表面ヘッダーおよび裏面ヘッダーについて：  

　NI+CおよびNTTグループロゴの大きさ・位置は固定です。  

　変更はしないでください。  

 

・裏面の「お問い合わせ先」は、窓口情報を記載ください。また、  

　右下の「●年●月現在」も忘れずに更新するようお願いします。  

　 

・その他、内容は商材に合わせて自由に編集ください　  

DX推進において最も大切なことは「業務に携わる方々の意識改革」および「必要人材
の育成」です。業務知識とデジタル技術を理解して変革を牽引するリーダーだけでな
く、それを支える幹部職員やユーザーも課題解決・業務改善意識を持ち、組織が一丸と
なってDXを推進することが求められます。当社は複数の自治体さまにおいて、講義や
ワークショップを通じた職員DX人材の育成をご支援しております。

著作物を引用する場合は、必ず出典を明示してください：＊＊文献の表示、URL等＊＊  

講義

ご要望に応じ、集合研修・Web会議での開催が可能です。

自治体
（人口規模） 内容 対象 参加人数・回数 補足

A市
（3万人） DX基礎 全職員 150名

(2時間×2回）
研修後アンケートで

課題収集

B市
（3万人）

DXによる
課題解決

DX推進担当
各原課より選抜 30名・6か月 ワークショップおよ

びRPA,AI-OCR実習

C市
（6万人） DX推進の心得 管理職 80名

(2時間×2回） 講義形式

D市
（8万人） DX基礎 全職員 700名

(1.5時間×10回) 全回オンライン

E市
（53万人） DX基礎・応用 一般職員 130名 講義形式

F市
（7万人）

DXによる
課題解決 各原課より選抜 20名・4か月 講義および

ワークショップ

G市
（6万人）

産官学協働
DX地域課題解決

各原課、商工会、
社会人、大学生 20名・8か月 講義および

ワークショップ

ハンズ
オン

ワーク
ショップ
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研修資料例 ～講義やワークショップなどの資料をご用意～

●お問い合わせ・ご用命は・・・
　 日本情報通信株式会社
　エンタープライズ第一事業本部
　担当：渡邊

　Mail：public_information@niandc.co.jp

説明文 

見出し１ 

見出し２ 

✔ 個別お見積りとなります。ご予算に応じてご提案いたしますので、お気軽にご相談下さい。

✔ テキスト、テキスト、テキスト

✔ テキスト、テキスト、テキスト

✔ テキスト、テキスト、テキスト 

✔ テキスト、テキスト、テキスト 

図表等

図表等

費用について

研修体系  ～各自治体の状況に合わせてご提案可能～

個別お見積りとなります。ご予算に応じてご提案いたしますので、お気軽にご相談下さい。

プロジェクト研修（ベーシック）

階
層
別

共
通

幹部職員 管理職 DXリーダー
原課

DXのためのデータ利活用

セキュリティ研修（ベーシック）

セキュリティ研修（アドバンス）

DX研修（ベーシック）

DX BPRワークショップ

DX研修（アドバンス）

CIOのためのDX研修

 RPA研修・AI-OCR研修・ノーコード/ローコード研修議員のためのDX研修

ユーザー


